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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
第

6
弾
で
す
。

★
は
が
き
に
答
え

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、

〒
３
６
２
―
８
５
１
７

伊
奈
町
大
字
小
室
９
４
９
３

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
紙
へ
の
ご
意
見

や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

☆
締
切
り
　
2
月
29
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
名
の
方
に
粗
品（
し
お
り
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表
は

次
号
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
、

問
題
１
―
サ
ト
ノ
ア
キ

問
題
２
―
ゲ
ン
カ
ン
　
で
し

た
。

抽
選
の
う
え
、
正
解
者
10
人

（
応
募
総
数
18
人
）
の
方
に

粗
品
（
し
お
り
）
を
お
送
り

し
ま
す
。

〈
正
解
者
〉

中
村
み
さ
子
（
寿
）、
山
岸

清
（
小
室
）
、
山
口
照
一

（
小
室
）、竹
原
和
雄（
本
町
）、

近
藤
哲
生
（
本
町
）、
渡
辺

今
子
（
小
室
）
、
幸
禮
子

（
小
室
）、加
藤
麻
記（
本
町
）、

丹
羽
明
夫
（
寿
）、
長
沢
れ

い
子
（
小
室
）

―
敬
称
略
―

◇
伊
奈
町
の
若
い
世
代
が
増

え
て
活
気
に
溢
れ
て
い
く
の

は
嬉
し
い
限
り
で
す
。
議
員

の
方
々
の
御
尽
力
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
。
私
共
の
願
い

は
、
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
れ

ば
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

荷
物
を
持
っ
て
60
段
は
シ
ン

ド
イ
で
す
。
（
70
代
女
性
）

◇
伊
奈
町
に
住
ん
で
13
年
。

広
報
・
議
会
だ
よ
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
住
み
や

す
い
町
に
な
り
ま
し
た
が
、

出
来
れ
ば
中
央
駅
近
く
に
ス

ー
パ
ー
が
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
女
性
）

◇
議
会
傍
聴
者
に
簡
単
な
感

想
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
取

り
、
町
民
の
声
を
聞
く
（
聴

く
）
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

ら
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
60
代
男
性
）

前
回
の
答
え
と�

　
　
　  

当
選
者�

1 ��
��

��

��

����

��

��

	�

2

3

5

4

伊
奈
町
小
室
9
4
9
3

議
会
だ
よ
り
�

　
　
　
編
集
委
員
会
行
�

答
え
�

�住
所
�

氏
名
�

年
齢
　
性
別
�

電
話
番
号
�

（うら）� （おもて）�

1
―
�
�

2
―
�
�

例�

）
�

（
�

3 6 2 8 5 1 7

伊
奈
町
大
字
小
室
9
4
9
3

議
会
だ
よ
り
�

　
　
　
編
集
委
員
会
行
�

答
え
�

�住
所
�

氏
名
�

年
齢
　
性
別
�

電
話
番
号
� 1

―

○
○
○
○
�

2
―

□
□
□
□
□
�

例�

）
�

（
�

3 6 2 8 5 1 7

14

（
例
　

）

問
題
1
―
●○
●○
●○
●○

問
題
2
―
■□
■□
■□
■□
■□

編�集�後�記�

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト
（
大
工
さ
ん
の
イ
ロ

ハ
）

1
水
平
器
は
○
○
○
○
○
を
測
る

2
建
物
の
上
下
の
階
を
通
ず
る
段

を
○
○
○
○

3
○
○
○
○
は
、
木
材
を
切
る
道

具タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
○
○
○
○
は
斜
め
に
使
う
壁
の

補
強
材

4
○
○
は
、
木
材
を
固
定
す
る
鉄

製
の
金
物

5
細
い
穴
を
空
け
る
道
具
を
○
○

問
題
1

A
・
B
・
C
・
D
に
入

る
文
字
は

答
え
の
ヒ
ン
ト

○
○
○
○
す
く
い

問
題
2

E
・
F
・
G
・
H
・
I

に
入
る
文
字
は

答
え
の
ヒ
ン
ト

大
き
な
出
来
事

議
会
日
程

議
長
が
議
事
整
理
権
に
基

づ
い
て
定
め
る
、
そ
の
日
の

会
議
の
議
事
の
順
序
表
の
こ

と
。

議
場本

会
議
が
開
か
れ
る
議
場

の
こ
と
。

議
席議

員
が
、
議
場
で
会
議
を

行
う
場
合
に
着
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
席
の
こ
と
。

議
題議

会
に
お
い
て
取
り
上
げ

る
議
事
の
題
目
の
こ
と
。

議
長議

員
の
う
ち
か
ら
議
会
の
選

挙
で
選
ば
れ
、
議
場
の
秩
序
を

保
持
し
、
議
事
を
整
理
し
、
議

会
の
事
務
を
統
率
す
る
権
限

と
、
議
会
を
代
表
す
る
地
位

を
与
え
ら
れ
た
議
員
の
こ
と
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
以
来
、
生
活
環
境
中
の

放
射
線
に
対
す
る
不
安
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
町
内
21
か
所

の
公
共
施
設
で
、
空
間
放
射

線
量
測
定
を
6
月
に
1
回
、

10
月
か
ら
月
に
2
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
が

利
用
す
る
公
共
施
設
等
に
つ

い
て
、
重
点
的
に
測
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、

3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
お
こ
り
、
福
島
原
発
事
故
、

ま
た
日
本
列
島
を
縦
断
し
た
台
風
も
2
回
発
生
し
、
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

大
震
災
で
は
、
未
だ
に
行
方
不
明
者
が
3
千
500
人
以
上

い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
編
集
委
員
会
は
、
新
人
議
員
4
名
が
加
わ
り
、
新

鮮
な
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

参
考
に
、
読
み
易
く
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
し

て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

（
Y
・
O
）

■
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
水
上
　
邦
雄
　
　
委
員
　
奥
田
と
み
子

副
委
員
長
　
齋
藤
　
照
夫
　
　
委
員
　
大
谷
　
保
雄

委
員
　
中
原
　
敦
子
　
　
委
員
　
矢
部
　
松
男

委
員
　
毛
塚
　
眞
一
　
　
委
員
　
村
山
　
正
弘

■
連

絡

先

〒
3
6
2
―
8
5
1
7

埼
玉
県
北
足
立
郡

伊
奈
町
大
字
小
室
９
４
９
３

伊
奈
町
議
会
事
務
局

電
　
話
　
0
4
8
（
7
2
1
）
2
1
1
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
0
4
8
（
7
2
3
）
6
0
6
7

議
会
用
語
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